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新技術の概要

従来技術・競合技術との比較

新技術の特徴

本技術は、本来幾何学的に異なる構造の構造体となるタンパク質において、フラ
ーレン様やシート状の所望の構造を呈したタンパク質の作製及び利用に関する技
術である。捕集剤やフィルター等の利用も含めて、当該構造と物性を組み合わせ
た新たな活用の可能性を模索している。

従来の技術では、３量体と２量体とからタンパク質の構造体を作製した場合、幾
何学的に異なる構造の構造体が必ず製造されるため、所望の構造を有する構造体
のみを得ることができなかった。しかし、本技術を用いることで、構造の均一性
の高いタンパク質の構造体の作製が可能となる。

•構造の均一性の高いタンパク質の構造体の作製が可能
•本タンパク質の構造体の作製が簡便な方法により可能

想定される用途

•捕集剤（例えば、分析又は分取用のカラムの担体）
•フィルター（例えば、物質の集団中から目的の成分のみ単離）
•固定化酵素
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